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2025年３月期第1四半期 連結決算の概要
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2026年3月期 第1四半期決算サマリ

▶ 売上高は、システム事業に
おいて航空宇宙機器や医用
機器の需要が伸長したもの
の、デバイス事業において
産業機器向け半導体の需要
が低調に推移した結果、減
収

▶ 営業利益は、売上の減少に
加え、円高進行に伴う売上
総利益の押し下げにより減
益

▶ 支払利息の減少や第1四半期
末に向けた円高進行に伴う
為替差益（10億円）の計上
により、経常利益・四半期
純利益ともに増益

2025年3月期
第1四半期

2026年3月期
第1四半期 前年

同期比
実績 売上比 実績 売上比

売上高 50,788 ー 49,884 ー △904
(△1.8%)

売上総利益 6,802 13.4% 4,829 9.7% △1,973
(△29.0%)

販管費 4,059 8.0% 4,072 8.2% +12
(+0.3%)

営業利益 2,743 5.4% 757 1.5% △1,985
(△72.4%)

経常利益 667 1.3% 1,235 2.5% ＋567
(+85.0%)

親会社株主に
帰属する
四半期純利益

495 1.0% 625 1.3% ＋129
(+26.1%)

（百万円）
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＊  当第１四半期連結会計期間より、棚卸資産の評価方法について変更を行っており、前年四半期連結会計期間については遡及適用後の数値で
比較分析を行っております



2026年3月期第1四半期 事業別業績サマリ

2025年3月期
第1四半期

2026年3月期
第1四半期 前年同期比

売上高 40,618 38,671 △1,946
(△4.8%)

（百万円）

2025年3月期
第1四半期

2026年3月期
第1四半期 前年同期比

売上高 9,781 10,858 +1,077
(+11.0%)

（百万円）

2025年3月期
第1四半期

2026年3月期
第1四半期 前年同期比

売上高 389 354 △35
(△9.1%)

（百万円）

▍システム事業

▍デバイス事業

▍アントレプレナ事業

▶ 産業機器向けや医療・ヘルス
ケア向け半導体の需要が減少

▶ 航空宇宙機器、医用機器の増
加

▶ 通信インフラ向け時刻同期シ
ステム需要の減少
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2026年3月期第1四半期『デバイス事業』品目別売上高

主な増減要因

15,626 12,918 

840 
1,288 

400 
1,099 

12,169 
10,967 

3,317 
2,917 

8,265 
9,482 

40,618 
38,671 

2025年３月期
第1四半期

2026年3月期
第1四半期

（百万円）

アナログIC（△2,708）
– 民生機器向けの増加、産業機器向けの減少

カスタムIC（△400）
– 前年同期並み

特定用途IC（△1,201）
– 民生機器向けの減少

マイクロプロセッサ（+699）
– 前年同期並み

メモリーIC（+448）
– 前年同期並み

電子部品（+1,216）
– 民生機器向けの増加
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主な増減要因

1,379 2,114 

4,007 3,353 

908 1,199 

3,486 
4,193 

9,781 

10,859 

2025年3月期
第1四半期

2026年3月期
第1四半期

2026年3月期第1四半期『システム事業』品目別売上高

レーザー機器（+291）
– 前年同期並み

産業機器（△654）
– 電子部品組立検査解析装置の減少

航空宇宙機器（+734）
– 人工衛星向け高信頼性部品の増加

医用機器（+707）
– 画像診断装置、放射線治療装置の増加

（百万円）
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2026年3月期第1四半期『アントレプレナ事業』品目別売上高

371 
328 

18 

25 

390 
353 

2025年3月期
第1四半期

2026年3月期
第1四半期

（百万円） 主な増減要因

ICTソリューション（△44）
– 時刻同期システムの減少

AI・ロボティクス（+7）
– 前年同期並み
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2026年3月期第1四半期 貸借対照表の概要

2025年3月期末 2025年6月末 前期末比

資産合計 145,171 137,038 △8,133
流動資産 130,605 121,986 △8,619

現金及び預金 24,246 20,612 △3,634

受取手形及び売掛金 52,313 49,852 △2,460

商品及び製品 49,556 44,714 △4,842

未収入金 2,547 3,039 +491

固定資産 14,566 15,052 +486

負債合計 84,390 77,536 △6,853
流動負債 79,222 72,420 △6,801

支払手形及び買掛金 25,593 23,893 △1,699

短期借入金 46,360 41,732 △4,627

未払金 1,416 1,930 +513

固定負債 5,168 5,116 △52

純資産合計 60,781 59,502 △1,279

（百万円） ▶ 総資産は、前期末から81億
円減少

▶ 資産の部は、売上の減少に
より流動資産が86億円減

▶ 負債の部は、運転資金需要
の減少に伴い短期借入金が
46億円減少

© 2025 MARUBUN CORPORATION

＊流動資産と流動負債は主要項目のみ記載しております
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▶ Ⅰ. 当社の為替変動リスクへの対応方針

▶ Ⅱ. ナチュラルヘッジ（米ドル仕入ー米ドル売上取引）における為替変動の影響

・仕入の大半が米ドル建のため、米ドル建売上は円を介さない「ナチュラルヘッジ」、円建売上は「為替予約ヘッジ」を実施

＜参考＞為替差損益発生のメカニズム

仕入～売上・回収の「一連の取引」の条件および対応する資産・負債を米ドル建とし、米ドル建利益を確保

仕入債務に対する為替予約を取引明細毎に行い、取引毎の円建の利益を確保② 円建売上

① 米ドル建売上

*詳細は当社ウェブサイトよりご確認できます

© 2025 MARUBUN CORPORATION

損益均衡

現預金・売掛金
在庫

（期末評価せず）

買掛金・借入金

期間利益への影響イメージ（円高進行時）

（仕入と決算日のレート差）

期末評価への影響イメージ（円高進行時）

売上総利益
（粗利減）

営業外損失
（為替差損）

営業外収益 
（為替差益）

損益均衡

仕入 ＞ 売上

売上 ＞ 回収

仕入 ＞ 支払

借入 ＞ 返済

円建表記のレート 円建表記のレート

または（円高急伸時等）

Ⓐ翌期の売上総利益減
(当期決算においては不均衡)

Ⓑ当期の低価法評価減
（当期決算において均衡)

②期末評価影響

①期間利益影響 「一連の取引」を円建表記する際、円高進行によるレート差を、売上総利益（例：仕入から売上までの円高影響）や為替差損益（例：借入から返済までの円高影響）
として計上するため、円建表記では「売上総利益の減」と「為替差益」の入り繰りが発生します。但し、左図の通り、ネット損益は決算期間内で均衡を確保します。

「一連の取引」で発生する現預金・売掛金・在庫・買掛金・借入金は米ドル建での価値バランスは確保されています。各項目は「決算日当日のドル・円レート」で
期末に円建て評価を行ないますが：
Ⓐ原則として「在庫」は「仕入時のドル・円レート」適用のまま期末日に評価の洗い替えを行なわないため、円建表記では現預金・売掛金の期末評価の為替差損に
対し、買掛金・借入金の期末評価の為替差益が上回り、均衡が失われる分の「為替差益」を会計上認識します。但し、右図の通り、このような在庫の未認識の評価
損が翌期（以降）の売上総利益の押下げ要因となることで、最終的には会計上も均衡が確保されます。
Ⓑ一方、期末に向けた円高急伸時は、「在庫」の明細毎に「低価法評価」の対象となることがあり、その場合は当期内に当該在庫の評価減を認識しますので、会計
上の損益も均衡します。なお、この場合は、翌期（以降）の「売上総利益」の増減影響は発生しません。
右図の通り、上記Ⓐ Ⓑいずれの場合も、円高進行による在庫の円建て評価損は、適宜、当期または翌期（以降）に会計認識され、最終的に損益均衡は確保されます。
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参考資料
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事業領域

企業概況

創 業 1844年（弘化元年）

設 立 1947年（昭和22年）7月

所 在 地 東京都中央区日本橋大伝馬町8番1号

資 本 金 62億1,450万円

決算期日 3月31日

代 表 者 代表取締役社長 兼 CEO/COO 堀越 裕史

売 上 高 連結 210,837百万円（2025年３月期）
単体 159,801百万円（2025年３月期）

従業員数 連結 1,179名（2025年3月末）
単体 633名（2025年3月末）

株式上場 東京証券取引所 プライム市場
（コード:7537）

デバイス
事業

 半導体

 電子部品

システム
事業

 航空宇宙機器

 産業機器

 レーザー機器

 医用機器

連結売上高の推移

会社概要
アントレプレナ

事業
 ICTソリューション

 AI・ロボティクス

242,050
117,568 168,872 179,011 151,011

47,233

50,225
54,494 54,941

57,336

2,805 2,536 2,489 

289,283 

167,794 

226,171 236,490 
210,837 

21/3月期 22/3月期 23/3月期 24/3月期 25/3月期

デバイス事業 システム事業 アントレプレナ事業

（百万円）
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1997
東京証券取引所市場第二部上場

2001
東京証券取引所市場第一部上場

沿 革

海 外

1968
米国駐在事務所を設置

1988
シンガポールに現地法人を設立

1989
台湾に現地法人を設立

1994
香港に現地法人を設立

1999
米国Arrow Electronics社と折半出資で
Marubun/Arrow USA,LLCを設立

2001
タイに現地法人を設立

2006
マレーシアに現地法人を設立
2002
フィリピン、上海に現地法人を設立

2013
深圳に現地法人を設立

2014
インドネシア、メキシコに現地法人を設立

1998
米国Arrow Electronics社と
折半出資でMarubun/Arrow Asia,Ltd.を設立

1947
機械器具、日用雑貨類の販売と輸出入を目的に
丸文株式会社を設立

1844 
現本社所在地で呉服問屋「堀越」（屋号「丸文」）を創業

1897 
呉服問屋を停止し、資産管理を目的に堀越事務所を設立

1952 
Rocke International社と代理店契約し、
独自での米国製機器の輸入販売を開始

2005
丸文ウエストを設立

2007
フォーサイトテクノを子会社化

1965 
集積回路を国内で初めて輸入販売1961 

金沢支店を分社し、
丸文通商を設立

2008
エレクトロニクス商社で初めて特定輸出者として認証

国 内

2022
東京証券取引所プライム市場に移行
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丸文アローアジア
デバイス事業
アジア地域の日系企業への
半導体・電子部品の販売 丸文アローUSA

デバイス事業
北米地域の日系企業への
半導体・電子部品の販売

丸文通商
システム事業
医用機器・試験計測機器
の販売

丸文ウエスト
システム事業
試験計測機器の販売

フォーサイトテクノ
システム事業
機器据え付け・保守等
エンジニアリングサービス

台湾丸文
デバイス事業
中国・台湾での商材の開拓

関係会社

米国丸文
デバイス事業
北米地域での商材の開拓

© 2025 MARUBUN CORPORATION

丸文株式会社
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国内拠点

支店

支社

オフィス

関係会社

物流センター

本社

（2025年3月末現在）

丸文営業拠点： 15
丸文物流拠点他： 3
関連会社： 3

関西支社（大阪市） 宇都宮オフィス

丸文通商株式会社（本社:金沢市）
 金沢支店
 富山支店
 福井支店
 松本支店
 新潟支店

 長野支店
 七尾営業所
 東京営業所
 甲府営業所

九州オフィス（福岡市）

丸文ウエスト株式会社（本社:神戸市）
 姫路営業所
 四国営業所
 徳島サテライトオフィス

北陸オフィス（白山市）

中部支社（名古屋市） 株式会社フォーサイトテクノ
（本社:東京都江東区）
 中部サービスセンター

東京物流センター（東京都江東区）

成田物流センター

大宮支店
立川支店

丸文テクニカルセンター（東京都江東区）

丸文株式会社
本社（東京都中央区）

長野オフィス

長岡オフィス

松本オフィス

京都オフィス

東北オフィス

静岡オフィス

水戸オフィス
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グローバルネットワーク

（2025年3月末現在）
丸文株式会社 その他Marubun/Arrow USA, LLC.Marubun/Arrow Asia, Ltd.

アジア拠点：10
北米拠点： 9

Marubun/Arrow USA,LLC 
（本社：センテニアル）

Itasca Office
（アイタスカ）

Plymouth Office
（プリマス）

Marubun/Arrow (Thailand) Co Ltd
（タイ・バンコク）

Marubun/Arrow (HK) Ltd.
（中国・香港）

Marubun/Arrow Electronics (Shenzhen) Company 
Limited（中国・深圳）

Marubun/Arrow (M) Sdn Bhd
（マレーシア・ペナン）

Marubun/Arrow (S) Pte Ltd
(シンガポール)

Kuala Lumpur Office
（マレーシア・クアラルンプール）

Marubun/Arrow (Phils) Inc 
（フィリピン・ラグナ）

Marubun Taiwan,Inc.
（台湾・台北）

PT Marubun Arrow Indonesia 
（インドネシア・カラワン）

Marubun-Arrow 
Mexico,S. de R.L. de C.V.
（本社：メキシコシティ）

Guadalajara Office （グアダラハラ）

Reno Office（リノ）

Marubun USA Corporation

San Diego Office （サンディエゴ）

Marubun/Arrow Asia,Ltd

丸文株式会社

Foothill Ranch Office
（フットヒルランチ）
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Vision

Mission

Values

企業理念体系

テクノロジーで、よりよい未来の実現に貢献する

独自の価値を提供するオンリーワンのエレクトロニクス商社
として最も信頼される存在となる

「先見」と「先取」の精神のもと、人と技術とサービスで
社会とお客様の課題を解決する

「誠実で透明な経営」「健全な経営活動の実践」「社会との調和」
「環境保全への貢献」「お客様の満足の向上」
「企業リスクの適切な管理」「人権の尊重」「働きやすい職場づくり」

Purpose
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丸文グループの価値創造モデル
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バリューサイクル
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バリューサイクルにおける丸文グループの強み・取り組み
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デバイス事業：主要取扱い製品
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システム事業：主要取扱い製品
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アントレプレナ事業：主要取扱い製品
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業績四半期推移（事業別売上高）

（百万円）

40,618 
34,199 

37,652 38,541 38,671 

9,781 

13,026 

15,127 
19,401 

10,858 

389 

567 

591 

940 

354 
50,788 

47,794 

53,370 

58,883 

49,884 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2025年3月期 2026年3月期

アントレプレナ事業

システム事業

デバイス事業
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業績四半期推移（デバイス事業：品目別売上高）

（百万円）

15,626 
12,368 14,214 15,485 

12,918 

840 

782 
771 

802 
1,288 

400 

602 
205 

514 

1,099 

12,169 

8,461 

11,865 10,383 
10,967 

3,317 

2,945 

1,314 2,375 2,917 

8,265 

9,041 

9,284 
8,983 9,482 

40,618 

34,199 

37,652 38,541 38,671 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2025年3月期 2026年3月期

電子部品・その他
カスタムIC

特定用途IC

マイクロプロセッサ
メモリーIC

アナログIC
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業績四半期推移（システム事業：品目別売上高）

（百万円）

1,379 1,465 1,462 
2,904 2,114 

4,007 4,784 4,769 

6,009 

3,353 

908 

1,849 2,102 

2,433 

1,199 

3,486 

4,928 
6,793 

8,055 

4,193 

9,781 

13,026 

15,127 

19,401 

10,858 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2025年3月期 2026年3月期

医用機器
レーザー機器
産業機器
航空宇宙機器
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業績四半期推移（アントレプレナ事業：品目別売上高）

（百万円）

371

534 554

869

328

18

34 38

70

25

389 

567 591 

940 

354 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q

2025年3月期 2026年3月期

AI・ロボティクス
ICTソリューション
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本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び
合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な重要な要素により
異なる可能性がありますことをご承知おきください。

丸文株式会社 経営企画部
E-mail : ir@marubun.co.jp

本資料に関するお問い合わせ

本資料お取扱い上のご注意
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